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膂  NIHワークショップの
「光学イメージング2004






















　NIH は 2002 年 に NIBIB 
（National Institute of Biomedical 











①  NIH が光学イメージング全
体の目標（旗印）として掲げ
ているのは、超早期がんの検




















⑥ 眼科用OCT（Optical Coherence 
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（First International Symposium on 
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3.3 ～ 5.5 円 /kWh。平成 11年 12
月総合エネルギー調査会第 70回
原子力部会のモデル試算では、
原 子 力 5.9 円 /kWh、LNG 火
力 6.4 円 /kWh、石炭火力 6.5 円
/kWh、石油火力 10.2 円 /kWh、
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る意義が薄くなってきている。微
小重力実験クラスのロケットを
弾道飛行させると水平で 200km
以上の距離まで飛行しうるので、
MTCRの規制対象外ではあるも
のの、このロケットがテロなどで
悪用されることがないよう、製品
や部品だけでなく技術情報につい
ても適切に管理する必要がある。
遠い将来の展望として、重力が地
球の６分の１しかない月面であれ
ばハイブリッドロケットで宇宙機
を安全に打ち上げることができる
という研究も過去に行われたこと
がある。ハイブリッドロケットに
よる打上げが事業化される段階に
至ったことで、今後の一層の発展
が期待される。
HASTICのホームページ：
http://www.hastic.jp/index.htm
打上げサービスの事業化を支援し
ている。落下塔施設での自由落下
や航空機による放物線飛行など他
の微小重力実験手段に比べて、は
るかに長い連続微小重力時間を得
られる実験手段として活用される
ことが期待される。
　このロケットで第一宇宙速度
（秒速7.9km）を得ることは原理的
に不可能であり、地球を周回する
人工衛星を打ち上げることはでき
ない。永田助教授は、余剰ミサイ
ルを転用したロシアの小型ロケッ
トにはコスト的に勝てないので、
衛星打上げクラスの性能までは目
指さないとコメントしている。
　なお、ミサイル関連技術輸出規
制（MTCR）では、500kg 以上の
ペイロードを 300km以上運搬で
きるミサイルを規制対象にしてい
るが、最近では核兵器よりも生物・
化学兵器の搭載が危惧されるよう
になり、ペイロード重量を規定す
程度を目安にしたいとのことであ
る。ただし、燃焼室とノズルは使
い切りである。打上げサービスを
利用するには、機体製作費（当初
210 万円と発表）の他に打上げ作
業費として１回約 100万円が必要
である。
　CAMUI型ロケットは、到達高
度が 1,000mで、用途としては学
生が製作するCANSAT（空き缶
を使用した超小型衛星モデル）の
打上げコンテスト用などを想定し
ている。HASTICでは本格的な設
計に基づくロケットが法規制をほ
とんど受けずに打ち上げられるこ
とを実証することが目的だとして
いる。
　国立大学法人北海道大学大学院
工学研究科の永田晴紀助教授によ
れば、今回打上げサービスを開始
すると発表されたロケットは、安
全上の理由から到達高度を1,000m
に制限しているが、今後は成層
圏観測（高度 60km、観測機器
４kg程度）や微小重力実験（高
度 110km、実験機器 10kg、微小
重力時間３分程度）などへの発展
を目指しているとのことである。
経済産業省も平成 16年度地域新
生コンソーシアム研究開発事業の
テーマの１つとして、成層圏観測
などハイブリッドロケットによる
CAMUI 型ハイブリッドロケットの実機モデル（全長 1.6m）
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